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2015 年 04 月 29 日(水) 

テーマ：エントリーシート 

 

ANA 既卒 CA の内定連絡が始まっており、VIC 京都校にも吉報が届い

ていますよ～  

 

生徒から笑顔で直接報告を受けると、今まで頑張っていた姿を拝見しているので、と

ても感動してしまいます  

今から面接を控えている方からも、良いお知らせが届くことを心から願っております

 

 

 

 

エントリーシートを作成していく中で、最も力を入れてきた話を問われているのにも関

わらず、ただ単に「自分はこれだけ大変だったんだ」というような苦労話をしている方、

少なくないのではないでしょうか  

 

例えば、 

 

「私の最も力を入れたことは、アメリカでの語学留学です。ホームステイ先のホストと

は言葉の壁にぶつかりうまくコミュニケーションがとれなくて、自分の英語力の無さを

痛感しました。学校でも積極的に話し掛けようとしたのですが、英語ができない私は

他の生徒とも話すこともままならず。。。。。。。」 

 

この先の文章を読みたい！と思いますか  

 

採用担当者はあなたの単なる「苦労話」を聞きたくて質

問しているわけではありません  

 



大事なのは、その「苦労したこと」からどのようにして自分を成長させたかであった

り、どのようにしてその壁を乗り越えたかというような、前に進んでいる過程だ

と思いませんか  

 

その過程を説明する際に何について苦労したかについて触れなければならない場合

もあると思いますが、「前に進んでいる過程」が話のメインである以上、苦労話は最小

限に抑える必要がありますよね  

 

 

苦労話に焦点を当て過ぎるのではなく、それを乗り越えた結果を企業にどのように貢

献できるか、というように繋げることができる文章を作成しましょう   

 


